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伊方町﹁堀切大橋﹂
　佐田岬半島の中央部に架かる延長約200mの美しいアーチ
を描く鉄橋（逆ローゼ橋）です。半島で最も狭いこの地は、
1610年に当時の宇和島藩主・富田信濃守信高が、瀬戸内海と
宇和海を結ぶ運河の開削を試みた場所で、「堀切」の名はこ
のことに由来しています。₂年半後に工事は中断され、橋の
ふもとには「塩成堀切」と呼ばれる当時の工事現場跡が存在
しています。そこから空を見上げれば抜けるような青空の中
に赤く弧を描く堀切大橋を望むことができます。
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簡
易
水
道
予
算
の
確
保
を
！

簡
水
協
・
第
64
回
全
国
大
会
開
催
　

シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ
ボ
ー
で
　

　

全
国
簡
易
水
道
協
議
会
は
、
11
月
19
日
、

東
京
・
平
河
町
の
シ
ェ
ー
ン
バ
ッ
ハ
・
サ

ボ
ー
で
「
第
64
回
簡
易
水
道
整
備
促
進
全

国
大
会
」
を
開
き
、
大
会
宣
言
や
大
会
決

議
を
決
定
し
た
。

　

大
会
は
、
若
狹
副
会
長
（
北
海
道
厚
岸

町
長
）
の
開
会
の
辞
に
続
い
て
、
小
田
会

長
（
岩
手
県
野
田
村
長
）
が
あ
い
さ
つ
を

述
べ
た
。

　

次
い
で
、
厚
生
労
働
大
臣
表
彰
及
び
全

国
簡
易
水
道
協
議
会
長
表
彰
の
受
賞
者
に

表
彰
状
が
贈
ら
れ
た
。

　

続
い
て
、
上
山
副
会
長
（
和
歌
山
県
湯

浅
町
長
）
の
朗
読
に
よ
り
「
大
会
宣
言
」

を
採
択
。

　

次
い
で
、来
賓
祝
辞
が
あ
っ
た
後
に
、議

長
に
藤
田
副
会
長
（
徳
島
県
美
馬
市
長
）

を
選
ん
で
議
事
に
入
っ
た
。

　

議
事
で
は
、
水
道（
簡
易
水
道
）関
係
予

算
の
所
要
額
6
5
0
億
円
の
満
額
確
保
な

ど
4
議
案
を
す
べ
て
決
定
し
た
後
に
、
別

掲
の
「
大
会
決
議
」
を

山
口
副
会
長
（
長
崎
県

川
棚
町
長
）
が
朗
読
し
、

満
場
一
致
で
こ
れ
を
採

択
し
た
。

　

な
お
、今
後
、令
和
2

年
度
政
府
予
算
に
反
映

さ
せ
る
た
め
、
各
都
道

府
県
協
議
会
と
関
係
市

町
村
が
一
丸
と
な
っ
て
、

地
元
選
出
国
会
議
員
に

対
し
て
要
望
運
動
を
展

開
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
北
村
副
会

長（
長
野
県
青
木
村
長
）

の
閉
会
の
こ
と
ば
で
大

会
の
幕
を
閉
じ
た
。大　会　宣　言

　水道は、国民生活に必要不可欠な社会基盤施設であ
るにも拘わらず、今なお農山漁村を中心に水道の恩恵
に浴せない地域が存在している。
　これら未普及地域の早期解消は簡易水道に課せられ
た重大な使命であり、その早期整備が熱望されている。
　また近年、施設の老朽化、原水水質の悪化、多発す
る地震等自然災害への対応に係る費用はますます増大
し、脆

ぜい

弱
じゃく

な市町村財政を窮
きゅう

迫
はく

させている。
　政府は、このような簡易水道事業の実態と役割を認
識し、われわれが要望する令和₂年度簡易水道関係予
算を確保され、国民皆水道の早期実現と簡易水道事業
の健全なる運営を図るために万全の措置を講ずべきで
ある。
　以上　宣言する。
　　令和元年11月20日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第64回簡易水道整備促進全国大会

大　会　決　議

　国民皆水道の早期実現は、われわれに課せられた重大な使命であ
る。
　この使命を早期に達成するとともに、地方の生活基盤である簡易
水道の基盤強化を推進し、地域住民の期待に応えるため、われわれ
はこの第64回簡易水道整備促進全国大会において、当面する重要課
題を決定し、特に次の４項目の実現を期して一致団結、決意を新た
に最善を尽くすものである。

記
１．水道（簡易水道）関係予算の所要額650億円の満額確保を期す
１．簡易水道等施設整備費の補助制度の拡充を期す
１．簡易水道関係事業債208億円の確保を期す
１．簡易水道事業に対する地方財政措置の充実を期す
　以上　決議する。
　　令和元年11月20日

全 国 簡 易 水 道 協 議 会
第64回簡易水道整備促進全国大会

第64回簡易水道整備促進全国大会次第

₁．開　会　の　辞
₂．全国簡易水道協議会会長挨拶
₃．表　　彰　　式
　　　　厚生労働大臣表彰
　　　　全国簡易水道協議会会長表彰
₄．大　会　宣　言
₅．来　賓　祝　辞
　　　　厚生労働大臣
　　　　総 務 大 臣
₆．来　賓　紹　介
₇．議　長　選　出
₈．議　　　　　事
₉．大　会　決　議
10．閉　会　の　辞
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愛
媛
県
人
権
協
会
主
催
に
よ
る
、「
令
和

元
年
度
市
町
職
員
研
修
会
」
が
12
月
5
日
、

え
ひ
め
共
済
会
館 
4
階 

豊
明
で
開
催
さ

れ
、
県
内
市
町
の
管
理
職
員
ら
32
名
が
出

席
し
た
。

　

講
師
に
、
フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

安
田
菜
津
紀
氏
を
招
い
た
。

　

講
師
は
、
16
歳
の
と
き
、「
国
境
な
き

子
ど
も
た
ち
」
友
情
の
レ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
貧
困
に
さ
ら
さ
れ
る
子

令
和
元
年
度
市
町
職
員
研
修
会
を
開
催

　
　
12
月
5
日
　
愛
媛
県
人
権
協
会

ど
も
た
ち
を
取
材
さ
れ
、
現
在
は
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
を
中
心
に
、
東
南
ア
ジ
ア
、
中
東
、

ア
フ
リ
カ
、
日
本
国
内
で
貧
困
や
災
害
の

取
材
を
進
め
、
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
以

降
は
、
陸
前
高
田
市
を
中
心
に
被
災
地
を

記
録
し
続
け
て
い
る
。

　

主
な
受
賞
歴
は
、
第
8
回
名
取
洋
之
助

令和元年度市町職員研修会実施要領
₁　研修目的　年度事業計画に基づき、本県の人権対策の推進を図るため、

会員市町の管理職員を対象に開催するものである。
₂　主　　催　愛媛県人権協会
₃　日　　時　令和元年12月₅日（木）
　　　　　　　　受　付　13時00分
　　　　　　　　開　会　13時30分
　　　　　　　　閉　会　15時00分（予定）
₄　場　　所　えひめ共済会館　₄階　豊明
　　　　　　　　住所　松山市三番町₅丁目13番₁
　　　　　　　　TEL　089-945-6311
　　　　　　　　※駐車場は空車の場合にご利用いただけます。
　　　　　　　　　空いていない場合はお近くのパーキングにお願いいたします。
₅　研修演題、対象者、講師
　・テーマ　写真で伝える世界～東北の“今”～
　・対　象　市町管理職員（各市町₄名程度）
　・講　師　安

やす

田
だ

　菜
な

津
つ

紀
き

　氏　　フォトジャーナリスト
　　　　　　　著書『しあわせの牛乳』『アジア×カメラ―正解のない旅へ』

■職歴・経歴
1987年神奈川県生まれ。上智大学卒。
写真絵本に『それでも、海へ　陸前高田に生きる』（ポプラ社）、著書に『君
とまた、あの場所へシリア難民の明日』（新潮社）。『写真で伝える仕事－世
界の子どもたちと向き合って』（日本写真企画）。現在、ＴＢＳテレビ『サン
デーモーニング』にコメンテーターとして出演中。
■主な受賞歴
第₈回名取洋之助写真賞
第34回 2009JPS展　22歳以下優秀作品賞受賞（2009）
コニカミノルタ　FOTO	PREMIO（2009）
日本ドキュメンタリー写真ユースコンテスト大賞（2009）
第35回「視点」特選
第₆回ロハスデザイン大賞（ソトコト主催）ヒト部門大賞（2011）
■共　著
『しあわせの牛乳』（ポプラ社）
『アジア×カメラ―正解のない旅へ』（第三書館）
『ファインダー越しの3.11』（原書房）
■写真展【個展】
・2010年₂月：「緑の壁」HIVと共に生きるコニカミノルタプラザ（東京）
・2010年₄月：「明日を忘れないために～僕らをつなぐフィリピンの歌声」
・ギャラリーシリウス（「国境なき子どもたち」主催）
・2011年₄月：「Ekilooto	of	Uganda」HIVと共に生まれる
・世界銀行情報センター（エイズ孤児支援NGO・PLAS主催）
・2013年₁月・₃月：名取洋之助写真賞受賞作品展富士フォトサロン東京・大阪
・2013年10月：それでも海で －陸前高田潮騒と共に－ オリンパスギャラリー東京・大阪

写
真
賞
を
受
賞
。著
書
に
『
そ
れ
で
も
、海

へ　

陸
前
高
田
に
生
き
る
』、『
君
と
ま
た
、

あ
の
場
所
へ	

シ
リ
ア
難
民
の
明
日
』な
ど

が
あ
る
。

　

現
在
、Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
サ
ン
デ
ー
モ
ー

ニ
ン
グ
」
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
出

演
中
。

　

今
回
の
研
修
会
は
、「
写
真
で
伝
え
る
世

界
、
東
北
の“
今
”」
を
テ
ー
マ
に
世
界
の

難
民
の
子
ど
も
た
ち
、
東
北
の
震
災
当
時

か
ら
現
状
ま
で
を
分
か
り
や
す
く
話
さ
れ
、

有
益
な
講
演
を
い
た
だ
い
た
。
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特
産
品
展
示
・
販
売
コ
ー
ナ
ー

　

ホ
ー
ル
Ｅ（
5
，0
0
0
㎡
）
で
は
、
北
海
道
、
東
北
、
関
東
、
北
信

越
、
東
海
、
近
畿
、
中
国
・
四
国
、
九
州
の
7
つ
の
エ
リ
ア
に
分
か
れ
、

約
2
6
0
の
展
示
・
販
売
ブ
ー
ス
が
並
び
、
約
2
，2
0
0
種
類
の
都
内

で
は
な
か
な
か
手
に
入
ら
な
い
特
産
品
が
出
品
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
県
か
ら
上
島
町
、
久
万
高
原
町
、
内
子
町
、
鬼
北
町
が
出
展
し
た
。

町イチ！村イチ！2019 開催される
全国から380町村が東京に集結！
～本県からは、上島町・久万高原町・内子町・鬼北町が出展～

11／30・12/1　東京国際フォーラムで

　

町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
9
は
、
全
国
町
村
会
が
、
11
月
30
日

（
土
）、
12
月
1
日（
日
）の
両
日
、
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム（
千
代
田
区
）で

「
～
町
村
か
ら
日
本
を
元
気
に
す
る
～
」
を
テ
ー
マ
に
開
催
し
た
も
の
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、全
国
の
町
村
が
一
堂
に
会
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が
持
っ

て
い
る
特
産
品
や
観
光
資
源
な
ど
の
“
宝
”
を
都
会
の
人
た
ち
に
ア
ピ
ー

ル
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
2
0
1
1
年
に
第
1
回
を
開
催
、今
回
で
5

回
目
と
な
る
。

　

メ
イ
ン
会
場
で
あ
る
東
京
国
際
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、毎
回
ご
好
評
を
い

た
だ
い
て
い
る
特
産
品
の
展
示
・
販
売
や
ご
当
地
グ
ル
メ
の
食
堂
コ
ー

ナ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
上
で
は
郷
土
芸
能
や
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
披
露
、
ロ

ビ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
は
来
場
者
参
加
型
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
の
展
示
に
加
え
、
伝
統
工
芸
の
実
演
・
体
験
コ
ー
ナ
ー
、
被
災
地

復
興
応
援
マ
ル
シ
ェ
も
設
置
さ
れ
て
い
た
。

　

ま
た
、サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
で
あ
る
有
楽
町
駅
前
広
場
に
は
初
も
の
Ｐ
Ｒ

に
加
え
、小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る
町

村
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、首
都
圏
で
は
未
だ

流
通
さ
れ
て
い
な
い
希
少
品
や
、人
口
が

少
な
く
て
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
村
の
Ｐ

Ｒ
が
行
わ
れ
た
。

　

全
国
か
ら
約
₃
₈
₀
町
村
が
参
加
し
、

本
県
か
ら
は
、
上
島
町
、
久
万
高
原
町
、

内
子
町
、鬼
北
町
が
参
加
し
た
こ
の
イ
ベ

ン
ト
に
は
、
2
日
間
で
約
₅
₃
，₀
₀
₀

人
の
皆
様
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き
、開

催
5
回
目
に
し
て
過
去
最
多
の
来
場
者

数
を
記
録
し
、
終
日
賑
わ
っ
た
。

被災地復興応援マルシェ
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2015

　
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
食
堂

　

自
慢
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
が
そ
の
場

で
食
べ
ら
れ
る
「
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
食

堂
」
に
は
50
以
上
の
町
村
が
出
展
し
、
多

く
の
来
場
者
が
普
段
東
京
で
は
味
わ
え
な

い
ご
当
地
グ
ル
メ
を
堪
能
。
完
売
も
相
次

ぐ
ほ
ど
盛
況
で
、多
く
の
注
目
を
集
め
た
。

　

本
県
か
ら
は
鬼
北
町
が
出
展
し
た
。

上島町

久
万
高
原
町

鬼北町

内子町
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四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会
議
が
、

12
月
12
日
、「
徳
島
県
自
治
会
館
」
で
開
催

さ
れ
、
各
県
事
務
局
長
や
担
当
者
が
出
席
。

各
県
か
ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意

見
交
換
を
行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

令
和
元
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
決
算
見
込
み
に
つ
い
て

�

（
香
川
県
）

2　

令
和
2
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

3　

研
修
事
業
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会
議

  
      

12
月
12
日 

徳
島
県
で
開
催

4　

関
係
団
体
へ
の
助
成
に
つ
い
て

�

（
徳
島
県
）

5　

切
手
類
の
管
理
方
法
に
つ
い
て

�

（
徳
島
県
）

6		

地
震
・
台
風
等
の
被
災
県
町
村
会
に

対
す
る
対
応
に
つ
い
て
（
高
知
県
）

7　

自
治
振
興
助
成
事
業
「
助
成
団
体
事

業
確
認
」
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

　

な
お
、
次
回
は
香
川
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

町
か
ら
の

　
　お
知
ら
せ

◉ゆめしまサイクル2020 in かみじま
　～グルメ&クルージングライド参加者募集！
　自転車とチャーター船で上島町内を駆け巡るゆめしまサイクルが2020年は3月15
日（日）に開催されます。エイドステーションにて上島の特産品の振舞いサービスもあ
り、グルメ、クルージング、絶景が一度に楽しめ、ご家族でも安心して走行でき、思
い出に残るイベントとなること間違いなしです！
　2月29日（土）が応募締切ですが、例年、応募締切前に参加枠が埋まってしまうので、
興味がある方は、早めの申し込みをお薦めします。詳細及びお申し込み方法等は、ゆめ
しまサイクル公式サイト (http://yc2020.mystrikingly.com/)でご確認ください。
（ＱＲコードをスマートフォンから読み取って
いただくと、簡単にアクセスできます。）

上 

島 

町

（
昨
年
度
の
様
子
）

（公式サイトQRコード）
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◉
第
６
回
く
ま
ま
ち

　

ひ
な
ま
つ
り
開
催

　

久
万
町
商
店
街
の
店
舗
や
民
家
の
軒
先

に
、
町
内
外
か
ら
寄
贈
さ
れ
た
雛
人
形
を

飾
り
付
け
ま
す
。
メ
イ
ン
会
場
の
「
あ
け

ぼ
の
座
」
に
は
、
雛
人
形
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
な

ど
約
2
，0
0
0
体
を
華
や
か
に
飾
り
付

け
ま
す
。

〇
開
催
期
間
：
2
月
23
日（
日
）
～

　
　
　
　
　
　

4
月
12
日（
日
）

〇
開
催
場
所
：
久
万
町
商
店
街

久
万
高
原
町

砥 

部 

町

〇
入 
場 
料
：
メ
イ
ン
会
場
あ
け
ぼ
の
座

　
　
　
　
　
　

の
み
協
力
金
1
0
0
円

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

久
万
高
原
町
ま
ち
な
か
交
流
館

　

☎
0
8
9
2
-2
1
-2
0
1
5

★
イ
ベ
ン
ト
実
施
期
間
中
の
関
連
行
事

「
遊
食
祭
く
ま
く
る
ま
る
し
ぇ
」

　

町
内
外
か
ら
出
店
者
が
集
ま
り
、
こ
だ

わ
り
の
グ
ル
メ
や
生
活
雑
貨
を
販
売
し
ま

す
。

〇
開
催
日
時
：
2
月
23
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

3
月
22
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

4
月
12
日（
日
）

　
　
　
　
　
　

各
日
10
時
～
14
時

◆
お
問
い
合
わ
せ

　

く
ま
タ
ウ
ン
連
盟

　

☎
0
8
9
2
-2
1
-2
0
6
1

坂村真民記念館開館 8 周年記念特別展

鎌倉・円覚寺黄梅院の掲示板の詩
~ 横田南嶺老師と坂村真民の心の交流 ~

２月 22 日（土）▶ ６月 14 日（日）
開館時間 : ９時 ～ 17 時（入場は 16 時 30 分まで） 休館日：月曜日（祝日の場合は翌日、5 月 7 日）

【記念講演会】
臨済宗円覚寺派管長　横田南嶺老師
「ふかきをきわめ、あさきにあそぶ―今学ぶ真民詩の世界―」

日時：2月 22 日（土）10 時 30 分 ~11 時 30 分
会場：砥部町商工会館　
入場料：無料（先着 250 名）※特別展半券をご提示ください

【ミニ講演会】
坂村真民記念館　西澤館長
「円覚寺黄梅院の掲示板の詩」

日時：2月 23 日（日）11 時 ~12 時
会場：坂村真民記念館会議室
入場料：無料（先着 50 名）
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12
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
町
イ
チ
！
村
イ
チ
！
2
0
1
9

▽
3
日
＝
全
国
町
村
会
政
調
幹
事
会
・
都

道
府
県
町
村
会
事
務
局
長
会
議
・
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

▽
4
日
＝
第
2
回
「
町
村
行
政
未
来
戦
略

会
議
」、
全
国
町
村
会
正
副
会
長
・
監
事

合
同
会
議
、（
一
財
）全
国
自
治
協
会
理

事
会
・
全
国
町
村
職
員
生
活
共
同
組
合

理
事
会
、
令
和
2
年
度
政
府
予
算
編
成

に
関
す
る
実
行
運
動

▽
5
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
元
年
度

市
町
職
員
研
修
会

▽
9
日
＝
自
治
労
連
か
ら
の
要
望

▽
10
日
＝
愛
媛
県
自
転
車
新
文
化
推
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

▽
11
日
＝
第
35
回
全
国
健
康
福
祉
祭
愛
媛

大
会
基
本
構
想
策
定
委
員
会（
第
2
回
）、

第
2
回
愛
媛
県
再
犯
防
止
推
進
会
議

▽
12
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
事
務
連
絡
会

議
▽
14
日
＝
愛
媛
県
市
町
総
合
事
務
組
合
第

二
次
選
考
試
験
、
令
和
元
年
度
第
1
回

正
副
会
長
会

▽
19
日
＝
中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害

共
済
事
務
連
絡
会
議

　　
　

地
球
丸
の
行
く
末

　

12
月
、
令
和
元
年
も
本
格
的
な
冬
季
に

入
っ
た
。
防
寒
が
必
要
な
寒
い
日
々
が
続

く
か
と
お
も
え
ば
、
昼
間
の
陽
射
し
は
や

た
ら
と
暖
か
く
小
春
日
と
も
な
る
。
日
替

わ
り
気
候
で
気
温
の
上
下
も
極
端
で
あ

る
。
何
か
因
果
関
係
は
あ
ろ
う
と
思
う

が
、
自
然
の
不
思
議
さ
を
改
め
て
今
の
季

節
に
感
じ
る
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
、
国
連
気
候

変
動
枠
組
み
条
約
国
際
会
議
（
Ｃ
Ｏ
Ｐ

25
）
が
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド
リ
ー
ド
で
開

催
。
パ
リ
協
定
の
来
年
本
格
始
動
、
温
室

ガ
ス
削
減
に
向
け
た
具
体
的
な
取
り
組

み
の
協
議
で
あ
る
。
そ
の
成
果
に
未
来
の

地
球
人
の
生
活
が
、
死
守
で
き
る
か
ど
う

か
超
期
待
が
懸
か
る
…
。

　

さ
て
今
、「
地
球
丸
」
は
、
船
底
に
小

さ
な
亀
裂
が
見
ら
れ
、
そ
の
亀
裂
は
少
し

ず
つ
大
き
く
な
ろ
う
と
し
て
い
る
。
何
ら

手
を
打
た
な
い
こ
の
ま
ま
の
放
漫
航
海
で

は
、
何
れ
こ
の
先
沈
没
・
消
滅
す
る
で
あ

ろ
う
。
自
ら
が
悲
鳴
を
上
げ
る
Ｓ
Ｏ
Ｓ
！

の
よ
う
に
聞
こ
え
て
く
る
の
は
空
言
で
あ

ろ
う
か
…
。
ま
ず
は
今
、
大
船
で
あ
ろ
う

と
僅
か
な
浸
水
を
知
る
一
部
の
手
酌
掻

い
出
し
手
立
て
で
は
間
に
合
わ
な
い
。
し

か
し
、
当
該
に
同
乗
す
る
操
船
者
・
乗
客

と
も
に
皆
が
現
状
を
充
分
把
握
し
て
い

る
か
否
か
？
、
そ
の
認
識
程
度
は
極
め
て

微
妙
な
感
じ
。
ま
た
理
解
し
つ
つ
も
そ
の

対
応
、
策
の
実
行
に
消
極
的
な
操
船
者

（
国
の
リ
ー
ダ
ー
）
が
見
ら
れ
る
の
は
、目

測
の
誤
り
と
思
い
た
い
。

　
「
地
球
丸
」
に
は
、
操
船
者
、
特
別
船

室
、
普
通
船
室
の
居
住
者
に
別
枠
扱
い
は

な
い
。
現
状
は
、
自
ら
の
危
機
意
識
と
対

策
し
か
途
が
無
く
、
勿
論
こ
の
事
象
に
は

外
部
か
ら
の
救
助
な
ど
皆
無
の
航
海
。
居

住
位
置
に
先
進
国
も
発
展
途
上
国
も
差

は
な
く
同
じ
運
命
共
同
体
に
あ
る
。
皆
が

一
体
と
な
っ
て
助
け
あ
い
な
が
ら
操
船

し
な
け
れ
ば
、
沈
没
の
回
避
は
到
底
免
れ

な
い
。
今
は
次
世
代
の
た
め
に
助
け
合
う

共
同
作
戦
の
早
急
な
実
行
し
か
な
い
。
仮

に
沈
没
後
、
一
部（
1
国
）の
生
存
者
が
海

原
に
残
っ
た
と
し
て
も
、
島
影
も
無
く
、

一
時
漂
い
何
れ
沈
む
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
、
今
日
、
対
自
然
で
な
く
人
為
的

な
操
船
ミ
ス
を
抱
え
た
航
海
も
危
惧
す

る
。「
核
」を
懐
に
し
た
各
国
代
表
の
航
海

士
に
よ
る
進
路
の
争
奪
戦
が
乗
船
者
と

し
て
は
怖
い
。核
の
執
着
か
ら
解
放
し
、排

除
し
な
け
れ
ば
そ
の
延
長
に
静
か
な
海

原
は
見
え
て
こ
な
い
。
た
だ
こ
れ
は
万
民

の
叡
知
で
回
避
で
き
る
と
信
じ
た
い
…
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、「
地
球
丸
」
の
乗

船
者
に
は
、「
ノ
ア
の
方
船
」
も
「
駆
け

込
み
寺
」
も
無
い
の
で
あ
る
。
地
球
丸
の

行
く
末
、
未
来
は
万
民
の
「
叡
知
」
と
自

己
責
任
の
「
手
の
中
」
に
し
か
存
在
し
な

い
。

　

我
が
国
の
ラ
グ
ビ
ー
チ
ー
ム
代
表
の

よ
う
に
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
に
万
民
が

な
れ
る
か
ど
う
か
の
時
に
あ
る
…
。

�

　
　
　
（
Ｔ
）

 

「
私
の
考
え
る
最
善
の
理
論
に
従
え
ば
、

人
間
と
云
う
種
族
は
は
っ
き
り
異
な
っ

た
二
つ
の
種
類
―
つ
ま
り
貸
す
方
の
人

間
と
借
り
る
方
の
人
間
、
か
ら
な
り

た
っ
て
い
る
。」

�　
（
チ
ャ
ー
ル
ズ
・
ラ
ム　

英
国
の
詩
人
）

一

筆

中
国
・
四
国
各
県
町
村
会

災
害
共
済
事
務
連
絡
会
議

�

　
12
月
19
日 

徳
島
県
で
開
催

　

中
国
・
四
国
各
県
町
村
会
災
害
共
済
事

務
連
絡
会
議
が
、12
月
19
日
、徳
島
市
「
ホ

テ
ル
グ
ラ
ン
ド
パ
レ
ス
徳
島
」
で
開
催
さ

れ
、
全
国
町
村
会
か
ら
坂
中
生
協
事
務
局

長
、
筒
井
参
事
及
び
在
塚
主
事
並
び
に
各

県
担
当
者
等
23
人
が
参
集
し
た
。
各
県
か

ら
提
出
さ
れ
た
議
題
を
中
心
に
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

〈
各
県
提
出
議
題
〉

1　

災
害
共
済
事
業
関
係
書
類
の
保
管
期

間
等
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

2　

公
有
建
物
共
済
に
係
る
標
準
的
㎡
単

価
の
見
直
し
に
つ
い
て
（
島
根
県
）

3　

公
有
建
物
共
済
・
自
動
車
損
害
共
済

の
契
約
に
つ
い
て
（
鳥
取
県
）

4　

公
有
自
動
車
共
済
分
担
基
率
に
つ
い

て
（
島
根
県
）

5　

事
故
処
理
に
つ
い
て
（
島
根
県
）

6　

全
国
町
村
職
員
生
活
協
同
組
合
の
今

後
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

7　

会
計
年
度
任
用
職
員
の
加
入
の
取
扱

い
に
つ
い
て
（
岡
山
県
）

8　

生
協
自
動
車
共
済
ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
（
広
島
県
・
愛
媛
県
）

9　

振
替
受
払
通
知
書
に
つ
い
て

�

（
香
川
県
）

10　

生
協
事
業
の
掛
金
に
つ
い
て

�

（
鳥
取
県
）

11　

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
電
子
ブ
ッ
ク
化
に

つ
い
て
（
島
根
県
）

12　

災
害
対
策
費
用
保
険
制
度
の
加
入
状

況
等
に
つ
い
て
（
徳
島
県
）

13　

自
動
車
損
害
賠
償
保
険
の
創
設
進
捗

状
況
に
つ
い
て
（
愛
媛
県
）

　

な
お
、
次
回
は
島
根
県
で
開
催
さ
れ
る

こ
と
に
決
定
し
た
。

町村ＰＲコーナーのパンフレットコーナー

町イチ！村イチ！2019

2015


